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読書メモ
いのちの停車場（幻冬舎）　南　杏子（みなみ　きょうこ）
東京の救急救命センターで働いていた、62歳の医師・白石咲和子（さわこ）は、あることの責任をとって退職し、故郷の金沢に戻り「まほろば診療所」で訪問診療の医師になる。これまで「命を助ける」現場で戦ってきた咲和子にとって、「命を送る」現場は戸惑う事ばかりである。咲和子はスタッフたちに支えられ、老老介護、半身麻痺のIT社長、6歳の小児癌の少女……様々な現場を経験し、学んでいく。家庭では、老いた父親が骨折の手術で入院し誤嚥性肺炎、脳梗塞を経て、脳卒中後疼痛という激しい痛みに襲われ、「これ以上生きていたくない」と言うようになる。「積極的安楽死」という父の望みを叶えるべきなのか。咲和子は医師として、娘として、悩む。
はじめに：
先日、テレビ（NHKのあさイチ）を見ていたら、この本の著者の南杏子さんが出演し、この本の紹介があった。また「ディアペイシエント」という番組をこれまで何回か、テレビで観ていたので、これが南杏子さんの作品だと知って益々興味がわき、読んでみようと思った。この本では、「終末期医療」、「介護」、「在宅での看取り」など、この先、誰もが避けて通れない課題をリアルに突き付けている。在宅医療は、きれいごとではすまされない家族との問題などが、丁寧に分かりやすく書かれて、いかに病気の時や、高齢社会を生きていくかを考えさせられた。2021年5月には、映画公開とのことで、楽しみである。【5月21日全国公開、主役の白石咲和子を演じるのは、吉永小百合、「まほろば診療所」の所長には、西田敏行、脇を固めるのは、松坂桃李、広瀬すず】
この本の構成、および各章のポイントは、つぎのとおりである。【6編の短編】
第1章（スケッチブックの道標）：大きな社会問題となっている老老介護。普通の生活の中で「死」に直面することのない現代、医師は私に対する心構えをどう伝えたらいいのか。

第2章（フォワードの挑戦）：在宅医療でできうる最先端の技術を探る。一般にも広く知られるようになった幹細胞移植技術は脊髄損傷の患者にとって福音になるのであろうか。

第3章（ゴミ屋敷のオアシス）：俗に言うゴミ屋敷の中で生活し、セルフネグレクトを続ける母とその娘の物語。

第4章（プラレールの日々）：終末期を迎えた患者（厚生労働省の高級官僚を退官し郷里の金沢での在宅医療）とその妻との再生。

第5章（人魚の願い）：小児がんに犯された死期を間近に控えた6歳の女児とその両親の悔いのない日々を描いていく。わずか6歳で腎腫瘍の若林萌ちゃん。親としては一日でも長く生きて欲しい…萌ちゃんは「海に行きたい」と言い一緒に行く（この章は、涙なしには、読めない）

第6章（父の決心）：咲和子の父が骨折を機に入院。そして脳梗塞を起こし疼痛症状が出始めた。それは治療法や薬もなく、死ぬまで激しい痛みが続く。「楽にさせてくれ」父が子供にリクエストした。現在の法律と本人の苦しみのどちらを優先させるのかという問題提起が成されている。
あらすじ：
白石咲和子は、都心にある城北医科大学病院の救命救急センターで、8 年前、生え抜きの女性として初めて副センター長に抜擢された実績がある医師。62歳で今なお、第一線の現場で指揮をとり、日夜、数々の生命を救ってきた。その白石が、ある日の夜勤の折、付近で大規模な多重衝突事故が発生、その際の患者受け入れに伴って生じた院内でのトラブルの責任をとる形で、離職を余儀なくされた。
　本編の舞台は、父親の達郎が一人暮らしをしている実家のある金沢である。白石にとっては、高校卒業以来、40年余りぶりの故郷への帰還である。達郎は、地元の加賀大学医学部付属病院の神経内科医で、優秀な研究者であるが、7年前、80歳を機に引退。母親は5年前、79歳で亡くなった。白石は一人娘で、同期の男性医師と結婚したもののすぐに離婚し、今も独り身である。

　白石は、幼馴染で2歳上の医師・仙川から、仙川が経営する在宅医療専門の「まほろば診療所」で働いてくれるよう頼まれる。仙川は坂道で転んで大腿骨頸部を骨折して車椅子生活になり、すぐにでも往診してくれる代わりの医師が必要だった。登録した患者の自宅を定期的に訪問する在宅医療は、大学卒業後、38年間救命医一筋でやってきた経験が生かせない、未知の領域である。仙川のアドバイスも得ながら、白石は在宅医療を一から学ぶ決心をする。

各章の主役になるのは、6歳から87歳まで、主に終末期を生きる5人の患者たちである。当の患者たちはもちろん、患者に寄り添う家族たちも、これまでの人生で経験したことのないような重い選択を迫られる。患者の意思を尊重した在宅医療は、いわばオーダーメイドが強みであるが、すべてが丸く収まる解決策などない。特に高齢の介護者には、共倒れの心配だってある。
感想：
・著者のメッセージは、自分自身が、もう治療方法がない終末期に至った場合、どんな死を望むのか？　親や配偶者、時には息子や娘が、同じような状況になった場合、何ができるのか？実際、白石は、妻を介護する年老いた夫に、死を迎えるにあたってのレッスンを施す。白石自身に課せられた窮極のレッスンが、終章に置かれた父親の看取りである。
・医師である作者だけに、死に向かう経過、元気な老人が骨折をきっかけに衰弱していく様子など具体的で、とても参考になり、かつ、物語としても読みやすく興味深い。また、明るい性格の看護師の麻世、東京の病院の部下で咲和子を慕って、運転手としての業務を行うために東京からかけつけた野呂（医学部卒業だが医師免許はまだ取得していない）との人間関係及び患者との向き合い方についても心を打つ。
・どのエピソードも涙なしには読めない。けれど自分の家族など、身近な人の死が間近に迫った時の、一つの指針になるような話ばかりで心に沁みる（私も同じような経験があり、いろいろと感じるところがあった）。　とにかく、話の中で、何度も感情の波が来るような小説であった。人は必ず死ぬ。尊厳ある満足のいく死に方についての問題提起の物語であったと思う。人はどのように最後を迎えるかを選択する権利がある。
・世界中で閉塞感が漂う現在、多くの人が自分自身に深く向き合う時間が長かったからこそ、人の心の痛みに共感し、人からの優しさが心に沁みる。エリート救命医が第二の人生で出会った全く想像もしなかった医療の形、人に寄り添うということの意味を深く感じさせられた。
意見交換のテーマ：【今回は、少し、重たいテーマですが・・・】　　　　　　　　　　　　　　　　下記の①②まとめて自由に意見交換したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①最近の医療、特に「終末期医療」「介護」「在宅での看取り」などについて何か感じることがあれば教えてください
②上記に関連して、（これから先の日本の医療で無視することができないであろう）「積極的安楽死問題」や「尊厳ある死に方」についてどのようなイメージを持っていますか（また、あるべき姿とは、どのようなものと思いますか？　最近では、ALSで「安楽死」した患者が話題になっています）。　
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